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1．目的・方針 

自然保護や環境についての問題が政治的あるい

は経済的な解決方法を要求することに間違いはな

いが、自然との共存を求める社会が継続的に維持さ

れるためには、自然を科学的に理解し、かつ愛おし

む心を持つ人材を数多く育てることこそが肝要で

ある。こうした自然保護の基礎を堅固にするために

は、一般の人達に自然を科学的に理解することの必

要性をより多く実感してもらうことが大切である。

そこで、地域に暮らす生態学の専門家からなるネッ

トワークを構築し、子供から大人まで幅広い年齢層

の人達を対象とした市民講座や展示等を企画・実施

して、動機として重要な自然と生き物への興味を高

めつつ、生態学を自然と人のコミュニケーションツ

ールのひとつと位置づけて紹介した。 

この際には、各年齢層に見合った複数の企画を活

動期間中に有機的に配列し、通常は遅滞的な教育・

普及活動の効果が、速やかに対象とする地域社会に

現れるように工夫した。扱う題材には、ブナ、クマ、

セミ、マツノザイセンチュウ、あるいはサンマやウ

ニ、アワビなど、北東北地域の自然の特性や人々の

生活に関連の深い生物を選ぶことにより、市民の興

味を高め、理解を促進した。また、このような地域

に根を下ろした研究活動の重要性も訴え、モデルケ

ースとして提示することを目指した。 

 

2．活動内容 

盛岡市・滝沢村を中心とする岩手県を対象地域と

し、次のメイン企画とその効果を高めるための市民

講座を実施した。 

メイン企画は、（1）北東北で馴染み深い動植物を

取り上げた児童と保護者のための展示・体験コーナ

ー、（2）中学生以上を主な対象とし、各種団体の活

動を紹介するコーナー、（3）子供から大人まで楽し

める写真展・エコフォトアワード「生態学者が選ぶ

『未来に残したい森羅万象』」の三部で構成した。こ

れらを、2009年3月20日に盛岡市民文化ホールで行

われた、第56回日本生態学会大会主催の市民を対象

とした公開講演会（「数えることで見えてくる! －生

物の数の不思議－」に連動させて実施し、互いに相
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図1 本活動のメイン企画を連動させた第12回日本

生態学会公開講演会のポスター 

乗効果を高めた（図1、2）。 

市民講座は、メイン企画以前に1回（第1回市民講

座；2009年1月）、メイン企画以後に1回（第2回市民

講座；2009年6月）を実施し、それらに先立って普及

用のチラシを作成・配布した（2008年11月末と2009

年1月末）。第1回市民講座は「生き物からみた岩手

の自然」とし、本活動の趣旨説明に続いて、沿岸・

河口域、森林、草地、水田といった身近な環境と生

物の生態学的な特質や、人と生物との関わりの事例

などを紹介しつつ、生態学の対象や基本的概念を平

易に解説した（図3）。また、当日には内容、講演時

間、構成、実施場所などについてのアンケート調査

を実施し、その結果をその後の市民講座の立案に活

用した（図4）。第2回市民講座は「野の花をめぐる生

き物のつながり」とし、植物の生殖や分散、植物個

体群の空間構造および植物と動物の間の生々しく、

動的な相互作用のあり方を伝えた（図5、表1）。 

 なお、これらは岩手県および盛岡市教育委員会、

岩手大学、岩手県立大学および岩手医科大学、

さらに岩手県内のテレビ局および新聞各社の後

援を得て実施した。また、ホームページを作成

し 、 本 活 動 の 進 行 状 況 や 成 果 を 公 開 し た

（http://biology-ee.iwate-med.ac.jp/REPFEM.html）。 

 

3．成果・検討 

メイン企画は図6および図7のような配置で実施

した。エコフォトアワードには46点の出展が、ポス

ター等の展示には岩手県と宮城県からの11の団体、

および環境省、（財）日本自然保護協会、大阪市立自

然史博物館、橿原市昆虫館、日本生態学会・自然保

護専門委員会からの出展があり（図6）、展示・体験

コーナーにはEINETメンバーその他の生態学会会員

等による6つのブースが開設された（図7）。当日のア

ンケート調査によると、公開講演会の参加者（400～

500名程度）の65％が一般市民であったと推定され、

盛岡以外からの参加も30％近いと考えられた（図2）。 

また、参加者の年齢層は10～30代がそれぞれ10％程

度、40～60代および70代以上がそれぞれ20～30％で

あった。このように多くの、かつ多様な年齢層から

の一般市民の参加を得たことの1つの要因として、

市民講座の実施があげられる（図3、4）。第1回市民

講座は当初定員50名を予定していたが、100名を超

える参加者があり（写真1）、会場の大型化が望まれ

た。また、アンケート調査から1講演あたりの時間

を若干長くとる方が良いと判断されたため（図4）、6

月の第2回市民講座では事前の内容調整によって3

つの講演の連続性を高めつつ上記の点を改善し、好

評を得た（表1、写真2）。 
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図3 第1回市民講座のチラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 メイン企画アンケート結果の一部 
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図4 第1回市民講座アンケート結果の一部 

図5 第2回市民講座のチラシ 
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図7 メイン企画における展示・体験コーナー「見てみよう！生態学の広場」の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6 メイン企画におけるエコフォトアワード「生態学者が選ぶ『未来に残したい

森羅万象』」およびパネル展示の配置 
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写真2 第2回市民講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1 市民講座2アンケートに寄せられた参加者の声（抜粋） 

 

 
写真1 第1回市民講座の様子 




